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秋。森に挟まれた北山村一帯は、毎日
のように雲海が現れる。朝日を眺めな
がら、雲に包まれる村を見下ろす

　

和
歌
山
県
、
北
山
村
。
三
重
県
と
奈
良
県

に
挟
ま
れ
「
飛
び
地
」
と
言
わ
れ
る
、
人
口

約
4
3
0
人
の
小
さ
な
村
で
す
。
こ
こ
来
る

と
「
筏い
か
だ」

と
「
じ
ゃ
ば
ら
」
の
言
葉
を
必
ず

耳
に
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
欲
し
い
村
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

少
し
早
起
き
を
し
て
ぶ
ら
り
と
村
を
散
策

す
れ
ば
、
澄
ん
だ
朝
の
空
気
の
中
に
、
鳥
や

虫
の
鳴
き
声
、
静
か
な
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
混

ざ
り
、
耳
を
す
っ
と
通
り
抜
け
て
い
く
。
そ

れ
だ
け
で
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
や
っ
て
き

た
こ
の
村
へ
、「
あ
あ
、
来
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
の
で
す
。

　

一
年
を
通
し
て
穏
や
か
な
空
気
が
漂
う
村

を
巡
る
と
、
出
会
う
人
々
は
温
か
く
、
自
然

の
雄
大
さ
に
驚
く
ば
か
り
。
ふ
と
見
つ
け
た

村
の
魅
力
に
「
印
」
を
つ
け
て
お
き
た
く
な

る
。
こ
の
冊
子
は
、
ま
た
来
た
く
な
る
北
山

村
に
「
印
＝
M
A
R
K
」
を
つ
け
る
、
そ
ん

な
想
い
で
つ
く
り
ま
し
た
。
村
の
空
気
を
思

い
切
り
吸
い
込
ん
で
、
あ
な
た
だ
け
の

「
M
A
R
K
」
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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カヌーの全国大会が開かれた北山川。夏場には、川のアクティビティを楽しむために各地から人が集まる

北山川の名物、観光筏。約30mの筏を筏師3名でバラン
スをとり、川を下る。その堂々たる様に見惚れてしまう

県境でもある北山川。川の向こう側は三重県。季節を
問わず、澄んだ空気が村中に満ち溢れている



カフェ「山花」の池田さん親子。店主の有里さんのお手伝いをする娘ふたりは、山花の小さな看板娘です

のびのびと暮らす子どもたち。もちろん村人同士の距離は近い。だからこそ安心して暮らせる場所でもある



北山村原産、「接ぎ木」で成長するじゃばら。ひと口食べると特徴のある酸味と苦みが、口いっぱいに広がる

村の98%が森林という北山村。夏場は、このみず
みずしくて鮮やかな北山村の自然と共に暮らす

おくとろ温泉から歩いて行ける住吉神社。木漏れ日
が神社に当たり、一帯が神聖な空気に



北山村役場観光課の三浦俊夫さん
（左）と筏師の道ガイドの田岡正光
さん（右）。お勧めスポットや村
の歴史も教えてくれる頼もしい2
人。村巡りの最初に訪れたら安心。

　

勢
い
よ
く
上
が
る
水
飛
沫
。
村
に
沿
っ
て

流
れ
る
北
山
川
を
進
む
の
は
、
杉
の
丸
太
で

組
ま
れ
た
全
長
約
30
m
に
も
な
る
筏
で
す
。

北
山
村
は
、
か
つ
て
林
業
で
栄
え
た
土
地
。

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運
搬
技
術
が
な
い
時
代
、

江
戸
城
の
建
設
に
も
使
わ
れ
た
良
質
な
北
山

産
の
木
材
を
、
こ
の
「
筏
流
し
」
で
運
ん
で

い
た
の
で
す
。
し
か
し
約
6
0
0
年
続
い
た

筏
流
し
は
、
ダ
ム
の
建
設
と
道
路
整
備
に
よ

っ
て
1
9
6
5
年
に
廃
業
。
そ
の
後
、
文
化

を
残
そ
う
と
、
1
9
7
9
年
に
現
在
の
「
観

光
筏
下
り
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

5
～
9
月
の
期
間
に
行
わ
れ
る
観
光
筏
は
、

今
で
は
年
間
約
6
0
0
0
人
以
上
も
の
観
光

客
が
体
験
に
く
る
ほ
ど
北
山
村
の
目
玉
に
。

筏
の
受
付
や
案
内
を
行
な
う
村
役
場
観
光
課

の
三
浦
俊
夫
さ
ん
は
、「
浅
瀬
の
川
で
あ
れ

ば
普
通
は
竿
で
漕
ぎ
ま
す
が
、
水
深
が
深
い

北
山
川
で
は
筏
師
が
手
製
す
る
櫂か
い

を
使
い
ま

す
。
命
綱
な
ど
も
な
く
、
櫂
1
つ
で
急
流
を

下
る
体
験
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
は
ず
」

と
語
り
ま
す
。
急
流
で
の
筏
師
の
櫂
さ
ば
き

は
迫
力
満
点
。
穏
や
か
な
流
れ
の
中
で
は
、

美
し
い
景
色
も
堪
能
で
き
ま
す
。
静
と
動
、

自
然
を
五
感
で
味
わ
え
る
体
験
を
ぜ
ひ
。

毎年5月3日に行われる、筏の安全を祈願した開航式の様子

開航式では、筏師たちも川に感謝し、祈りを捧げる

激流の中、舵を切る筏師たち。3人1組で川の流れを操る 観光筏の筏師衆たち。7月～9月の夏場の筏シーズンは、週に6日間筏師として活躍する

600年続くと言われる北山村の技 筏下り
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人
気
の
観
光
筏
が
、
木
材
を
運
ぶ
商
業
筏

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
頃
。
筏
師
は
、
死

と
隣
り
合
わ
せ
の
厳
し
い
職
業
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
現
在
、
北
山
村
で
存
命
の
元
筏
師

は
、
僅
か
3
名
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
、
福

本
辿
さ
ん
に
、
４
3
０
人
の
小
さ
な
村
が
、

筏
で
潤
っ
て
い
た
頃
の
話
を
訊
き
ま
し
た
。

　

１
９
３
１
年
生
ま
れ
の
福
本
さ
ん
が
筏
師

と
し
て
活
躍
し
た
の
は
15
歳
頃
か
ら
。
観
光

筏
に
な
っ
た
後
も
、
73
歳
の
２
０
０
４
年
ま

で
筏
に
携
わ
っ
た
ま
さ
に
筏
の
生
き
字
引
で

す
。
木
材
を
何
本
も
繋
ぎ
、
30
m
以
上
に
な

る
筏
を
２
～
３
m
の
櫂か
い

1
本
で
操
り
、
激
し

い
水
流
を
ひ
と
り
で
下
る
。
そ
れ
が
、
元
来

の
筏
師
の
仕
事
で
し
た
。

「
北
山
村
か
ら
新
宮
ま
で
、
雨
も
降
っ
て
日

照
時
間
も
長
い
夏
場
や
っ
た
ら
１
泊
ほ
ど
。

冬
は
日
が
暮
れ
る
の
も
早
い
か
ら
２
泊
～
３

泊
か
け
て
行
っ
て
た
ね
。
昔
は
、『
筏
師
』

っ
て
言
っ
た
ら
ど
の
民
宿
で
も
ご
飯
を
出
し

て
泊
ま
ら
せ
て
く
れ
て
た
ん
や
」

　

当
時
、
多
く
の
筏
師
は
、
ア
イ
ロ
ン
を
き

っ
ち
り
か
け
た
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
を
着
て
身

な
り
は
と
て
も
清
潔
で
綺
麗
、
筏
師
は
村
民

に
と
っ
て
憧
れ
の
職
業
で
し
た
。

「
こ
こ
あ
た
り
の
仕
事
は
、
ほ
と
ん
ど
全
部

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
筏
師
や
っ
た
ね
」
と
福

本
さ
ん
が
語
る
通
り
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か

け
て
北
山
村
の
人
口
が
２
０
０
０
人
ほ
ど
だ

っ
た
と
き
、
働
き
手
の
７
～
８
割
は
筏
師
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
筏
師
の
給
料
は
と
て
も
高

く
、
村
の
木
材
を
伐
採
す
る
「
山
師
」
が
公

務
員
の
4
倍
、
筏
師
が
北
山
村
か
ら
新
宮
ま

で
2
回
川
を
下
れ
ば
、
そ
の
山
師
の
給
料
に

匹
敵
し
た
の
だ
そ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
分
、

仕
事
と
し
て
の
不
安
定
さ
も
あ
れ
ば
、
命
を

落
と
す
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。

「
筏
で
川
を
く
だ
る
頻
度
は
、
天
気
都
合
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
た
ね
。
雨
が
降
ら
な
か
っ

た
ら
水
量
が
減
る
か
ら
休
み
。
今
み
た
い
に

仕
事
の
回
数
は
決
ま
っ
て
な
く
て
、〝
月
に

何
回
〟
っ
て
の
は
あ
り
ゃ
し
な
か
っ
た
。
自

然
を
相
手
に
す
る
仕
事
。
も
ち
ろ
ん
危
険
な

時
も
あ
っ
た
し
、
亡
く
な
る
人
も
お
っ
た
」

　

そ
の
筏
師
の
過
酷
さ
は
、
川
下
り
の
難
所

の
1
つ
の
名
称
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
激
し

い
水
勢
が
櫂
を
さ
ば
く
手
を
鈍
ら
せ
る
「
音お
と

乗の

り
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
命

を
懸
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
を

継
ぐ
長
男
で
は
な
く
、
弟
が
乗
る
。
そ
こ
か

ら
「
お
と
の
り
」
と
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
伝

承
も
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
木
材
を
運
搬
す
る
役
割
は
１
９

６
５
年
ご
ろ
か
ら
車
に
変
わ
り
、
筏
師
は
役

目
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
６
０
０

年
続
い
た
筏
の
伝
統
は
、
そ
の
後
、「
観
光

筏
下
り
」
と
い
う
形
で
復
活
し
、
受
け
継
が

れ
ま
し
た
。
一
人
前
に
な
る
ま
で
最
低
3
年

は
か
か
る
と
い
う
筏
師
。
修
行
期
間
中
は
、

お
客
さ
ん
の
乗
ら
な
い
空
っ
ぽ
の
筏
に
乗
り
、

先
生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
き
っ
ち
り

と
技
能
を
学
ぶ
そ
う
。
実
際
に
乗
客
が
い
れ

ば
、
筏
の
重
さ
は
約
1
ト
ン
ほ
ど
。
毎
日
変

化
す
る
水
量
や
風
の
影
響
を
考
え
な
が
ら
お

客
さ
ん
を
安
全
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

訓
練
に
裏
付
け
さ
れ
た
確
か
な
技
術
が
あ
る

か
ら
で
す
。
現
在
活
躍
す
る
筏
師
は
、
28
歳

か
ら
56
歳
ま
で
の
15
名
。
若
い
筏
師
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
北
山
村
の
歴
史
を

絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
村
一
丸
と
な
っ
て
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

父親も筏師だったという福本さん。川の危険さや
天候による仕事の不安定さを話す中で、「相手は
自然やから」という言葉を繰り返し使われていた。

村に残る商業筏の頃の写真。筏を漕ぐ櫂は、観光筏
となった現在でも自分でつくっている。他の人の櫂
を使うと手に馴染まず、漕げなくなってしまうそう。

命
を
懸
け
て
川
を
下
る

「
筏
師
」と
い
う
仕
事

元
筏
師
に
訊
き
ま
し
た

──
元
筏
師 
福
本 

辿た
ど
るさ

ん

危
険
だ
が
収
入
も
多
く

憧
れ
の
職
業
だ
っ
た
筏
師

観
光
に
形
を
変
え
て

文
化
と
歴
史
を
繋
ぐ
筏
師

7



収穫は11月。様々な製品に加工され、全国へ届けられる。

果実を割ると広がる、柑橘系のいい香り。クセになる味。

1本だったじゃばらは9 ヘクタールの農園へと規模が拡大。 ゆずよりも一回り大きいじゃばら。料理やお風呂に浮かべたりと、楽しみ方はいろいろ。

じゃばら農園の管理をする宇城公
揮さん。名古屋で美容師をしてい
たが、Uターンで北山村へ。夏は
筏師として就業。いちから栽培を
学び、じゃばらを育てている。

全国で注目される幻の果実 じゃばら
「
幻
の
果
実
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
北
山
村
で

し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
「
じ
ゃ
ば
ら
」。

ゆ
ず
に
似
た
果
実
は
、
す
っ
き
り
し
た
酸
味

と
甘
み
の
独
特
な
風
味
。「
邪
を
払
う
」
が

語
源
で
、
北
山
村
で
は
昔
か
ら
縁
起
物
と
し

て
お
正
月
の
料
理
な
ど
に
重
宝
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
2
0
0
5
年
、
じ
ゃ
ば
ら
に
関
す
る

論
文
が
岐
阜
大
学
医
学
部
か
ら
発
表
さ
れ
、

全
国
か
ら
注
文
が
殺
到
す
る
ほ
ど
の
ブ
ー
ム

に
。
村
一
番
の
特
産
品
と
な
っ
た
じ
ゃ
ば
ら

の
始
ま
り
は
、
あ
る
民
家
に
自
生
し
て
い
た
、

た
っ
た
1
本
の
木
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
じ
ゃ
ば
ら
の
味
に
親
し
ん
だ

原
木
の
持
ち
主
が
、
こ
の
味
を
広
め
た
い
と

一
念
発
起
。
調
査
や
研
究
の
結
果
、
１
９
７

２
年
に
新
し
い
品
種
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

村
を
あ
げ
て
の
栽
培
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
ば
ら
に
は
種
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

接
ぎ
木
で
1
本
ず
つ
増
や
し
て
い
く
。
30
年

か
け
、
今
で
は
村
全
体
で
８
０
０
０
本
く
ら

い
ま
で
増
え
ま
し
た
」
と
、
じ
ゃ
ば
ら
農
園

を
管
理
す
る
宇
城
公
揮
さ
ん
。
現
在
は
、
ジ

ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
商
品
も
開
発
さ
れ
、

そ
の
味
の
楽
し
み
方
も
豊
富
に
。
幻
の
果
実

の
躍
進
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。
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じ
ゃ
ば
ら

お
土
産
ラ
ン
キ
ン
グ
！

☎0735-49-2575（じゃばら屋・おくとろ温泉共通）

じゃばら屋の隣にある、レストランや宿泊もできる村最大規模の温泉施設。村の中心なの
で行動もしやすい位置にあります。露天風呂で疲れを癒し、美味しい食事や広々とした宿
でゆったり時間を過ごせます。b入浴：11:00〜20:00 （最終受付30分前）、レストラン：
ランチ11:00〜、ティータイム14:30〜、ディナー 17:00〜20:00　c 年中無休

おくとろ温泉 やまのやど

露天風呂も楽しめる!

北山村唯一のコンビニ。じゃばらのジュースやポン酢、筏Tシャ
ツなど、村ゆかりの商品が並びます。お土産選びはここで。店員
さんがお勧めを教えてくれます。お弁当やお惣菜、日用品なども
扱っていて、村民にも人気。b7:00～20:00、c 年中無休

じゃばら屋（ヤマザキショップ）

このお店で購入しよう!

じゃばら
果汁

じゃばらの果汁を100%そ
のまま商品化した「じゃばら
果汁」。香りづけとして料理
や飲料に少し垂らせば、じゃ
ばら特有の、苦みと酸味のあ
る柑橘のいい香りが漂います。
村に来たなら、ぜひ手に入れ
ておきたい1本。

rank ing

1

じゃばら
ウォーター

子どもも飲みやすい、じゃば
ら果皮濃縮エキス入りの「じ
ゃ ば ら ウ ォ ー タ ー」。 果 汁
5%で酸っぱすぎず、飲みや
すいのが人気の理由です。村
をまわりながら、温泉に入っ
た後、川のアクティビティを
した後など、水分補給にもも
ってこい。

rank ing

2

じゃばらぽん酢
じゃぽん

料理に少し加えるだけで、
食卓に爽やかなじゃばらの
香りが広がる「じゃぽん」。
夏は冷ややっこや冷しゃぶ
に、冬にはお鍋に…。年中
じゃばらを楽しめる商品！

rank ing

3

大勢へのお土産としても人
気の「じゃばら果汁飴」。
6倍 濃 縮 果 汁、 約12%の
果汁が含まれていて、口い
っぱいにじゃばらの酸味と
香りを楽しめます。

北山村の
じゃばら果汁飴

rank ing

4

じゃばらに柑橘のダイダイ
をブレンドしている、さっ
ぱりとした果汁ドリンク。
190㎖と小さめなので、ド
リンクのお土産としても人
気の商品です。

じゃばらまる

rank ing

5

じゃばらジャム／
マーマレード

甘く煮詰めたジャムと、じゃばらの
皮とはちみつが入ったマーマレード
は、じゃばら土産の定番商品。

じゃばら
ドリンク10%

元祖じゃばらドリンク。た
くさんあるなかで迷ったら
これ！ 10%でも「これが
じゃばらの味！」というの
が楽しめる商品。

じゃばらNRT-32
果皮エキス、果汁、はち
みつだけを使い、花粉に
効くと話題の「ナリルチ
ン」を約3200㎎も含ん
だ栄養補助食品。

はちみつ
じゃばら

じゃばらの果汁と粉末、
はちみつなど使った希釈
タイプドリンク。お湯や
炭酸水で3~4倍に割っ
て楽しめます。

こちらも人気！じゃばらお土産

詳しいじゃばら製品のお問い合わせは、㈱じゃばらいず北山　☎0120-928-933（平日9:00～17:00）　https://kitayama-jabara.jp
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北山村を支える人々住民約430人

県境に沿って蛇行する美しい北山川で楽しめ
るのは、筏だけではありません。おくとろ温
泉「やまのやど」から徒歩でも行けるケイズ
は、ラフティング専門のアドベンチャークラ
ブです。設立20周年と実績のあるケイズに
はリピーターも多いそう。ハイシーズンには、
1日180人が体験する人気ぶり。ガイドの多
くが北山村在住のスタッフで、村のことを熟
知しているのもこのお店の魅力。ラフティン
グ初心者でも、ベテランスタッフの「たまち
ゃん、よしあきくん」をはじめとするスタッ
フたちがしっかりとガイドしてくれます。

川のアクティビティで
最高の思い出作り

和歌山県東牟婁郡北山村下尾井314
☎0735-49-2133　c5～6月は平日、
7～9月は木　a-keizu.com

村のことならなんでも！
北山村伝道師

和歌山県東牟婁郡北山村大字下尾井335
北山村観光センター　☎0735-49-2324
b9:00～17:00　c 年中無休
www.vill.kitayama.wakayama.jp/kanko

北山生まれ北山育ち、観光センターで働く田
岡さん。観光筏の案内はもちろん、筏や村の
歴史を話してくれる、北山村のプロフェッシ
ョナルです。案内で心がけているのは「村人
目線」。「筏やじゃばらのような有名なもの以
外も伝えたい。村人にはふつうのことが、外
の人には珍しいかもしれないから」（田岡さん）。
村で暮らすからこその目線で、丁寧に案内を
してくれます。北山村の自慢は「明治以降、
自然災害で亡くなった人がいない」ことなの
だそう。田岡さんに話を聞いてから村を巡れ
ば、また違う魅力が見えてくるはずです。

田岡正光さん

筏師の道ガイド

大玉直樹さん・森垣良晃さん
（たまちゃん） （よしあきくん）

アドベンチャー
クラブ ケイズ

 PEOPLE

KITAYAMA MARK!
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人口約430人という小さい村で、私たちを笑顔で迎えてくれる人々がいます。
穏やかな自然に囲まれたこの村を支える、輝く北山人をご紹介。

村の筏作りも受け持つ
元ホテルマンの筏師

元ホテルマンの筏師、番家さん。
2010年に先輩に誘われ、北山村へ。
夏場は筏師として活躍し、シーズン
が終わると翌年の3月まで筏づくり
をしています。村で用いている12
の筏は、すべて番家さんがつくった
もの。年間を通して筏に関わる番家
さんの、筏についての知識は折り紙
付きです。「もともとサービス業で、
お客さんと接するのが好き」との言
葉通り、番家さんの軽妙なトークも
人気。筏を下りながら、北山村にま
つわる話を聞くのも観光筏の楽しみ
のひとつです。北山村に来たなら、
彼らの漕ぐ筏に乗らないと損！

2015年の冬に北海道から移住した、
「民宿あいす」のスタッフの堀毛さ
ん。川のアクティビティの仕事で北
山村を訪れた際、村を気に入り定住。
夏はあいすで働き、シーズンオフは
じゃばら収穫の手伝いや、狩猟をし
ながら生活しているのだそう。民宿
あいすは宿泊だけではなく、バーベ
キューやラフティング、キャニオニ
ングも併せて体験できるプランがあ
るのが魅力的。七色ダムや池原ダム
でのブラックバス釣りを楽しまれる
方にも人気なのだとか。堀毛さんも
夏季はラフティングのガイドとして
活躍します。

民宿あいすの
看板男

堀毛幸次郎さん

民宿あいす／
アウトドアクラブ 

アイスマン

番家 誠さん

観光筏師

和歌山県東牟婁郡北山村大字竹原389
☎080-2611-5873（予約）b9:00～17:00
アイスマン：oc-iceman.com ／民宿あいすm-aisu.com

和歌山県東牟婁郡北山村 大字下尾井335
北山村観光センターにて観光筏受付　☎0735-49-2324
www.vill.kitayama.wakayama.jp/kanko 
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築100年の旅館を
改装した絶景喫茶

おくとろ温泉から車で約10分、奈良県の十津川
村にある「瀞ホテル」というカフェ。大正6年に
創業した旅館を、現店主の東達也さんが改築して
2013年にオープンしました。美しい渓谷を眺め
ながら食べる、厳選した地産の材料を使用したハ
ヤシライスは絶品です。ゆくゆくは、元あったホ
テルの機能も復活させたいと、東さんは語ります。

瀞
ど ろ

ホテル

奈良県吉野郡十津川村神下405　☎0746-69-0003
b11:30～15:00頃（料理がなくなり次第）
c 水・木　冬季（12月～3月）は土・日のみ営業

村唯一のカフェで
時間を忘れてひと休み

おくとろ温泉から約10分、国道沿いに面するカフ
ェ、山花。三重県から移住した池田有里さんが、
築90年の古民家を改修し2017年にオープン。こ
の日のメニューは鶏のからあげアジアン風ランチ。
七色峡を臨みながら、こだわりの珈琲（400円）
も楽しみたい。その珈琲豆も購入できるほか、地
元の作家が作る小物や、地場野菜も厳選して販売。

山花

和歌山県北山村七色316　☎0735-30-0380
b10:00～16:00　c 日・月・火・水

（繁忙期は日・祝に臨時営業もあり。まずはお電話を）

古民家カフェで
じびえカレー

おくとろ温泉から車で10分。川を
越えて三重県に位置するちゃや。
イノシシやシカなどのジビエと、
野菜をじっくり煮込んだ「じびえ
カレー」（1100円）が名物です。
合わせて出るサラダや香の物、ド
レッシングは、お店の前の畑で自
家栽培した野菜を使用。濃厚なカ
レーと新鮮なサラダは、少し足を
延ばしてでも食べておきたい。

ちゃや

三重県熊野市育生町長井445　☎0597-82-1505
b11:00～16:00（10月～3月）／11:00～18:00（4月～9月）　c 不定休

絶品！近場の村グルメ全部巡りたい

 FOOD

KITAYAMA MARK!

12



追善盆踊り・柱松	 
千体ろうそく	  
ラフティング大会	  
 
村民運動会

骨置神社の秋祭り
（七色区・竹原地区）
山の神の祭り（下尾井地区）	
秋祭り

（大沼地区・下尾井地区）
じゃばら収穫祭

15日
お盆
下旬

上旬

3日

7日
23日

中旬

7月

8月

10月

11月

消防出初式
骨置神社の地祭り（七色・竹原地区）	
 観音さんの祭り（七色地区）
六地蔵の祭り・餅まき

山の神祭り
不動様の祭り
小学校マラソン大会

 アメノウオ（アマゴ）解禁

 観光筏下り予約受付開始

観光筏下り開航式

鮎漁解禁
天宮の祭り（大沼区）
じゃばらカップカヌー大会

下尾井プール開き

4日
11日
18日
24日

7日
上旬
上旬

1日

1日

3日

1日
15日
下旬

下旬

1月

2月

3月

4月

5月

6月

詳しい情報は、観光センターへ！
☎0735-49-2324

北山村 年間イベント

元保育園を工房として改装した林工亘は、「百年かけて育った
樹から、百年使えるモノづくり」を目指す家具工房です。質の
いい北山村の木材を使い、すべて職人の手作業で生みだされた
家具は、手触りや香り、その重みも楽しめる逸品ばかり。前日
までの予約をすれば工房見学もできるので、森の中で生まれる
家具に触れてみてはどうでしょうか。

和歌山県東牟婁郡北山村大沼570　☎080-3116-6094　rinkoukan2.com

木の家具工房 林
り ん

工
こ う

亘
か ん

ここにも足を
運んでみたい!

 EVENT

KITAYAMA MARK!
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奈良県

三重県

北山村

169

169

169

中畑商店

北山村役場

七色峡

骨置神社

林工亘

ちゃや

小森ダム

おくとろ
公園

アドベンチャー
クラブ ケイズ

北山村観光センター

おくとろ温泉
やまのやど

ヤマザキショップ
じゃばら屋

民宿あいす

北山診療所

大和田酒店

山花

北山川

至 瀞ホテル

至 

熊
野
市
駅

至 

大
阪
・
奈
良

奈良県

三重県
北山村

和歌山県

邪払大明神
じゃばらだいみょうじん

上瀞橋
かみどろばし

摩崖仏
まがいぶつ

七色ダム
ななしき

勝手
神社

吉野熊野国立公園大台ヶ原を源流とする北山
川。豊富な水量を誇る「七色ダム」は村の入
口の目印。ダムの橋を渡りトンネルを超えて、
北山村までよぅ来たのし。

「よぅ来たのし！」
北山村への入り口

崖をじっくり見ると仏様が。かつて獺も瀬を
渡れないほどの激流といわれる獺戸の滝があ
った場所。命を落とした筏師の供養のため三
重県側の岩陰に「摩崖仏」が彫られています。

あなたは発見できる？
崖に掘られた仏様

高倉下命、穂谷姫命、護良親王の三神をまつ
る「勝手神社」。秋の例祭には地域住民が集
まります。この地域では集まりごとがあると
必ず行われる餅まきはこの時期の風物詩。

村民の風物詩「餅まき」も
楽しめる地元の神社

村を支える産業のひとつである、「邪払（＝
じゃばら）」の豊作を祈り感謝をささげるの
がこの「邪払大明神」。おくとろ温泉敷地内
に隣接し、散歩コースにぴったりです。

邪を払う村の果実の
豊作を願う神聖な場所

村の夏祭りやじゃばら収穫祭が行われる「お
くとろ公園」。春になると満開の桜が迎えて
くれます。併設のキャンプ場やグラウンドが
賑わう穏やかな季節です。

春はのんびり花見をしながら
桜で色づく公園を満喫

林業で栄えた北山。伐採した木材は、筏で集
積地の新宮まで運ばれていました。明治4
年、廃藩置県で新宮が和歌山に編入。筏流し
によって新宮と深く繋がっていた村民たち
は、「ぜひ私たちも」と声をあげ、和歌山県
への編入が決まったのです。明治22年には
七色、竹原、大沼、下尾井、小松の5つの村
が合併。現在の北山村へと改称されました。

HISTORY

INFORMATION

KITAYAMA MARK!

1

2

3

45

2

1

紹介しきれなかったフォトスポットを、北山村民のみなさんが撮影。
「村目線」の北山村の魅力も、ぜひMARKしておいてくださいね！

14



奈良県

三重県

北山村

169

169

169

中畑商店
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七色峡

骨置神社

林工亘

ちゃや

小森ダム

おくとろ
公園

アドベンチャー
クラブ ケイズ

北山村観光センター

おくとろ温泉
やまのやど

ヤマザキショップ
じゃばら屋

民宿あいす

北山診療所

大和田酒店

山花

北山川

至 瀞ホテル
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熊
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奈良県

三重県
北山村

和歌山県

邪払大明神
じゃばらだいみょうじん

上瀞橋
かみどろばし

摩崖仏
まがいぶつ

七色ダム
ななしき

勝手
神社

三重県と行き来ができる赤い「上瀞橋」。ス
ケスケの足元と揺れるワイヤーがスリリング
なつり橋。村のベストショットが狙える（一
番揺れる）中央部にぜひ挑戦してみて。

三重県との行き来できる
村一番のフォトポイント

北山川の夏のアクティビティ「カヌー」。激
流を漕ぎ下る姿は圧巻そのもの。一方で穏や
かな流れを楽しむことも。近年はSUPやキ
ャニオニングも人気です。

ラフィングだけじゃない
夏のアクティビティ！

観光筏の終着点でもある小松地区。穏やかな
水の流れと白色の地質が特徴的な神秘的なエ
リアです。小松の不整合の断層など「ジオサ
イト」もあり、密かな観光スポットです。

静謐な空気に包まれる
村の神秘的なスポット

村の西玄関となる国道169号線。川を望む
欄干では様々な「動物たちの像」がお出迎え
してくれます。たくさん種類がいるので、お
気に入りを探してみては？本物にも要注意！

川を見下ろす動物たち
お気に入りを見つけて！

〈車の場合〉
大阪から：南阪奈道路～大和高田バイパス橿
原から約2時間30分。／名古屋から：東名阪
自動車道、亀山JCTから約2時間20分。

〈鉄道の場合〉
大阪から：新大阪駅から特急でJR新宮駅まで
約4時間、新宮からJR熊野市駅まで約20分。
／名古屋から：名古屋駅から特急でJR熊野
市駅まで約3時間。
※いずれも熊野市駅から村営バスで約60分

ACCESS

※各店舗、季節によって営業時間などが異なるため事前に問い合わせください。	

おくとろ温泉 やまのやど　☎0735-49-2575
民宿あいす　☎0735-49-2488
山花　☎0735-30-0380
瀞ホテル　☎0746-69-0003
ちゃや　☎0597-82-1505
ケイズ　☎0735-49-2133

アイスマン　☎080-2611-5873
北山村観光センター　☎0735-49-2324
じゃばら屋　☎0735-49-2575
中畑商店　☎0735-49-2051
大和田酒店　☎0735-49-2010
北山村役場　☎0735-49-2331

問い合わせ先一覧
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8

7

6

3

4
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